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内田 瑛 

本論文は、ケースメソッドにおける学習者の気づきを評価する手法としてコンジョイント分析を適用することを提案し、以下の6つの章で構成さ

れている。ケースメソッドは、学習者が自らの知識を活用して思考を深める教育手法である。教師は学習者の気づきに合わせて徐々に問いを深めて

いく。しかしながら、学習者の気づきを客観的に評価する手法は確立されておらず、そのためにファシリテーションやデブリーフィング技術は、教

師の熟達に依存するところが大きい。本論文ではその評価手法としてコンジョイント分析の適用可能性を示す。本研究の最終的な目的は、学習者の

気づきを捉える評価手法の確立と、それを教師にフィードバックすることでケースメソッドを学習システムとして体系化することである。  

 

第1章「序章」では、本研究の背景と目的、論文構成について述べる。ケースメソッドでは教師は学習者の主体性を重視しつつ、学習目標に合っ

た気づきを促すように議論をリードする。このとき教師は学習活動として何が起きており、学習目標が達成されたかを観察するが、それを評価する

手法は確立されていない。従来は、学習者の主観による報告や教師の観察などの方法が採られているが、いずれも学習目標に合った気づきであった

かを客観的に評価するのは困難である。本論文では、学習目標に合った評価項目をあらかじめ定め、統計手法を取り入れて評価する方法を提案す

る。  

 

第2章「関連研究」では、ケースメソッドにおける従来の学習評価方法を取り上げ、その問題点を述べている。本研究で対象とする、学習者の知

識活用力は、学習者によるレポートなどの成果物評価、授業内での発言、行動の観察などから評価されている。しかしながら、同じ成果物であって

も評価者によって評価がばらつく、発言していない・行動していない事柄からは評価できない、学習者がどんな気づきを得たのかを誘導的にならな

い設問で尋ねることは難しい、などの課題がある。また従来の手法の多くは、学習目標の達成の観点で評価手法が事前に設計されていない。 

 

第3章「学習評価手法としてのコンジョイント分析」では、2章で述べた課題を解決する手法としてコンジョイント分析の適用を提案している。心

理測定手法としてのコンジョイント分析の手順と特徴、広く応用されているマーケティング調査での分析の流れを取り上げ、本論文で提案する学習

評価手法としてのコンジョイント分析の方法について述べている。マーケティング調査の分野では調査結果に基づいて購買可能性の高い新製品を予

測シミュレーションするため、調査者は製品開発者とともに調査項目定めることが推奨されている。  

本論文ではこれに則して、評価者は学習目標を定める教材開発者や教師とともに要因を定めることをポイントとしている。気づきに関わると思わ

れる要因を定め、その組合せで作られる状態に対する学習者の全体的な反応から、気づきの特徴を分析的に評価する。教師が問いを深めていく前後

で、同一のコンジョイント分析による評価をすることで、その差分から学習者の気づきの変化を捉えることを提案している。  

 

第4章「ビジネスゲームを用いた学習評価手法としての評価実験」では、ケースメソッドとビジネスゲームを融合したゲーム教材を用いている。

学習者の気づきを、ゲーム中の意思決定行動、チーム内で作戦会議をしている会話内容、コンジョイント分析による「望ましい経営状態」に対する

反応の3つを比較し、コンジョイント分析の学習評価手法としての適用可能性について議論している。各評価手法はその特徴の違いにより部分的な

一致が限界ではあるが、学習者の気づきの評価手法として、ある程度の適用可能性を示している。 

 

第5章「マンガケースメソッドへの適用」では、3章を踏まえ、実際のケースメソッドにコンジョイント分析を適用しており、コンジョイント分析

の手順や設計について述べている。コンジョイント分析の設計は教材の開発者とともにあらかじめ行った。教師が学習者に与えた問いは、様々な登

場人物の観点に立たせて多角的に議論させるものであり、問いが深まっていく前後でコンジョイント分析による評価を行った。学習者の気づきの変

化を捉え、学習目標の達成という観点で気づきの変化を分類している。 

 

第6章「結論と課題」では、ケースメソッドにおける学習者の気づきを捉える手法としてコンジョイント分析の適用可能性が示され、またコンジ

ョイント分析が学習評価手法として適用される点についての新しさについて言及している。また、学習評価手法としてコンジョイント分析を適用す

るにあたっての課題についても述べている。  

 

本研究の貢献は、ケースメソッドにおいて学習者の気づきを学習目標と照らし合わせたときに、どのような気づきを得て、また学習によってどの

ように変化したのかを評価することが可能になった点である。ファシリテーションやデブリーフィング技術の発展に貢献することが期待される。  

備考：論文要旨は、和文2000字と英文300語を1部ずつ提出するか、もしくは英文800語を1部提出してください。 

Note : Thesis Summary should be submitted in either a copy of  2000 Japanese Characters and 300 Words (Eng ｌish) or 1copy of 800 Words 

(English). 

注意：論文要旨は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容で作成してください。  

Attention: Thesis Summary will be published on Tokyo Tech Research Repository  Website (T2R2).  
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